








皮膚科

  診療科のご紹介
　皮膚科では、湿疹、アトピー性皮膚炎、足白癬（水虫）、鶏眼（うおのめ）、胼胝（たこ）、疣贅（いぼ）、帯状疱疹、
蜂窩織炎、脱毛症、乾癬、水疱症など幅広い皮膚疾患を扱います。
　診療では「問診」と「視診」をしっかり行い、必要に応じて皮膚生検（局所麻酔をした上で病変のある皮膚組織
の一部を採取して標本を作成し顕微鏡で観察すること）や血液検査、画像検査などを行い、正確な診断が得ら
れるように努力しています。できるだけわかりやすい説明、丁寧な治療をすることで、来院される多くの方に
満足していただける医療を提供することを心がけています。

  当科で取り扱う主な疾患
■ 皮膚疾患全般
■ 皮膚腫瘍の診断・手術（手術の内容によっては当院の形成外科を紹介します）
■ 重症の乾癬、難治性アトピー性皮膚炎や蕁麻疹に対する生物学的製剤治療
■ 乾癬やアトピー性皮膚炎、尋常性白斑、掌蹠膿疱症などに対する紫外線照射療法

　内服・外用療法や光線療法などの治療で十分な効果がみられない乾癬患者さんには「生物学的製剤」が
用いられます。
　生物学的製剤治療は、2010年から行われるようになった治療法で、乾癬の皮疹が出ている部分で過剰
に産生されている炎症を起こすたんぱく質（サイトカイン）の働きをピンポイントで抑えて症状を改善し
ます。他の治療方法に比べて乾癬の皮膚症状に対する効果が高く、加えて乾癬による関節症状にも効果が
あります。現在使用できる生物学的製剤にはいくつかの種類があり、治療効果、投与方法、投与間隔、治療
費などが異なります。例えば、投与方法には点滴（静脈注射）と皮下注射があります。皮下注射のなかには
医療機関で指導を受けると自宅で患者さん自身が行う（自己注射）ことができるものもあります。
　当院では生物学的製剤以外にも内服療法や紫外線照射療法を行っています。患者さん一人ひとりの症
状やライフスタイルに合わせて治療法をご提案していますので、お気軽にご相談ください。
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